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 阪神淡路大震災から17年の神戸に行ってきました。RSYでは1.17の

日に合わせて毎年スタッフ一同神戸を訪れています。 

東日本大震災をうけてあらためて「ひとりひとり」に向き合

うということを言っていきたい。「人間平等」を目指すのと

同じように「最後のひとりまで」にこだわる。事によっては

法律や制度より「いのち」を優先させなくては！などなど

とっても濃いお話は次号「あるある」でも詳しく紹介予定！ 

 会員さん、ボランティアさん、スタッフ総勢13名で

16日夕方に名古屋を出発！今年は、東日本大震災の支援

活動でRSYの活動に参加したという初めての方も多数。

参加者同士の交流も深まりました！ 

「1.17 神戸に行ってきました!!」 

・現地の方の声は、やはりテレビや新聞じゃなくて自分で

直接聞いて、そのお話しする方の空気感そのものも含めて

感じないと、分からないものだと強く感じました。  

・人と防災未来センターは規模・展示内容共に素晴らし

く、神戸大震災の教訓を忘れず明日に活かす為の日本の英

知を集めた結晶の一つであると思った。 

・「現場に行かないで見れるものは総体ばかりで、現場に

行って初めて人と人の関係になれる」というお話が特に印

象的でした。  

・また来年も行きたいです。 

★人と防災未来センターにも行ってきました★ 

★被災地NGO恊働センター★ 

代表の村井雅清さんにお話を聴きました 

★阪神高齢者・障害者支援ネットワーク★ 

例年通り、震災後、仮設住宅に入られていたみなさ

んとの交流会に参加しました。17年前の震災当時

の話から、「時間が経つのは早いなあ」「震災復興

住宅があって、震災から20年たつと返さなきゃい

けないっていうので今すっごい問題になってる。引

越しもしなきゃいけないし、またお金もかかるし」

など様々なお話を聞かせていただきました。 

参加者の感想 


